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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯端末の画面に表示される表示情報を車載装置に送信し、前記車載装置の画面に表示
させる情報表示システムにおいて、
　前記携帯端末は、
　前記車載装置の画面の少なくとも一部に一又は複数の表示エリアを設定する複数のテン
プレート毎の管理情報を記憶し、
　前記管理情報に基づいて、いずれかのテンプレート中の表示エリアを表示先に指定する
表示先指定情報を、前記車載装置に送信するとともに、前記表示情報を、指定された前記
表示エリアに合わせた表示情報にして前記車載装置に送信する携帯側情報処理部を有し、
　前記車載装置は、前記表示先指定情報で指定された前記表示エリアに、受信した前記表
示情報に対応する画像を表示させる車載側情報処理部を有し、
　前記管理情報は、この管理情報が対応するテンプレートの起動時における表示エリアの
表示内容と、起動後の一部の表示エリアの画面遷移と、起動後の他のテンプレートへの画
面遷移とを少なくとも規定する情報であることを特徴とする情報表示システム。
【請求項２】
　携帯端末と、前記携帯端末がアクセス可能なサーバーと、車載装置とを備え、前記携帯
端末の画面に表示される表示情報を前記車載装置に送信し、前記車載装置の画面に表示さ
せる情報表示システムであって、
　前記携帯端末は、



(2) JP 6325231 B2 2018.5.16

10

20

30

40

50

　前記車載装置の画面の少なくとも一部に一又は複数の表示エリアを設定する複数のテン
プレート毎の管理情報を記憶し、
　前記管理情報に基づいて、いずれかのテンプレート中の表示エリアを表示先に指定する
表示先指定情報を、前記車載装置に送信するとともに、前記表示情報を、指定された前記
表示エリアに合わせた表示情報にして前記車載装置に送信する携帯側情報処理部を有し、
　前記車載装置は、前記表示先指定情報で指定された前記表示エリアに、受信した前記表
示情報に対応する画像を表示させる車載側情報処理部を有し、
　前記管理情報は、この管理情報が対応するテンプレートの起動時における表示エリアの
表示内容と、起動後の一部の表示エリアの画面遷移と、起動後の他のテンプレートへの画
面遷移とを少なくとも規定する情報であり、
　前記携帯端末は、前記車載装置の画面サイズを含む画面情報を、前記車載装置又は前記
サーバーから取得し、
　前記携帯側情報処理部は、前記管理情報に規定される、表示の切り替えに必要な前記表
示情報を、前記画面情報に基づき特定される前記表示先の表示エリアの画面サイズに合わ
せた表示情報に変換して前記車載装置に送信することを特徴とする情報表示システム。
【請求項３】
　前記携帯側情報処理部は、前記表示情報を、前記表示エリアの画面サイズ、画素数およ
び色数の少なくともいずれかに合わせた情報に変換して、前記車載装置に送信することを
特徴とする請求項１又は２に記載の情報表示システム。
【請求項４】
　前記表示先指定情報は、前記車載装置の画面の異なる領域に設定された複数の前記表示
エリアのうちの１つ以上を指定する情報であり、
　前記携帯側情報処理部は、前記表示先指定情報で指定された前記表示エリア毎に、各表
示エリアに合わせた前記表示情報を送信することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか
一項に記載の情報表示システム。
【請求項５】
　前記携帯側情報処理部は、前記テンプレートのいずれかを指定するテンプレート指定情
報を、前記車載装置に送信し、
　前記表示先指定情報は、指定された前記テンプレートにある表示先の表示エリアを指定
する情報であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載の情報表示システ
ム。
【請求項６】
　前記車載装置は、前記テンプレートの情報が記憶される記憶部を有し、前記テンプレー
ト指定情報を受信した場合に、受信した前記テンプレート指定情報に対応するテンプレー
トの情報が前記記憶部に記憶されているか否かを判定し、記憶されていない場合、記憶さ
れていない前記テンプレートの要求を、前記携帯端末に送信し、
　前記携帯端末は、前記テンプレートの情報が記憶される記憶部と、前記要求を受信する
と、前記携帯端末の記憶部に記憶される、要求された前記テンプレートの情報を前記車載
装置に送信する表示テンプレート要求受信部とを有することを特徴とする請求項５に記載
の情報表示システム。
【請求項７】
　前記車載側情報処理部は、発生したイベントを特定するイベント特定情報を前記携帯端
末に送信し、
　前記管理情報は、前記イベントに応じて、この管理情報が対応するテンプレートの起動
時における表示エリアの表示内容と、起動後の一部の表示エリアの画面遷移と、起動後の
他のテンプレートへの画面遷移とのいずれかを規定する情報であることを特徴とする請求
項５又は６に記載の情報表示システム。
【請求項８】
　前記携帯側情報処理部は、前記携帯端末の音声情報を、前記車載装置の音声出力形態に
合わせた音声情報にして前記車載装置に送信し、
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　前記車載側情報処理部は、受信した前記音声情報に基づいて音声を出力させることを特
徴とする請求項１乃至７のいずれか一項に記載の情報表示システム。
【請求項９】
　前記携帯端末がアクセス可能な所定のサーバーを有し、
　前記表示情報は、前記携帯端末が前記所定のサーバーから取得した情報であることを特
徴とする請求項１乃至８のいずれか一項に記載の情報表示システム。
【請求項１０】
　携帯端末の画面に表示される表示情報を車載装置に送信し、前記車載装置の画面に表示
させる情報表示システムの制御方法において、
　前記携帯端末は、
　前記車載装置の画面の少なくとも一部に一又は複数の表示エリアを設定する複数のテン
プレート毎の管理情報であって、この管理情報が対応するテンプレートの起動時における
表示エリアの表示内容と、起動後の一部の表示エリアの画面遷移と、起動後の他のテンプ
レートへの画面遷移とを少なくとも規定する情報である管理情報に基づいて、
　いずれかのテンプレート中の表示エリアを表示先に指定する表示先指定情報を、前記車
載装置に送信するとともに、前記表示情報を、指定された前記表示エリアに合わせた表示
情報にして前記車載装置に送信し、
　前記車載装置は、前記表示先指定情報で指定された前記表示エリアに、受信した前記表
示情報に対応する画像を表示させることを特徴とする情報表示システムの制御方法。
【請求項１１】
　携帯端末と、前記携帯端末がアクセス可能なサーバーと、車載装置とを備え、前記携帯
端末の画面に表示される表示情報を前記車載装置に送信し、前記車載装置の画面に表示さ
せる情報表示システムの制御方法であって、
　前記携帯端末は、
　前記車載装置の画面の少なくとも一部に一又は複数の表示エリアを設定する複数のテン
プレート毎の管理情報であって、この管理情報が対応するテンプレートの起動時における
表示エリアの表示内容と、起動後の一部の表示エリアの画面遷移と、起動後の他のテンプ
レートへの画面遷移とを少なくとも規定する情報である管理情報に基づいて、
　いずれかのテンプレート中の表示エリアを表示先に指定する表示先指定情報を、前記車
載装置に送信するとともに、前記表示情報を、指定された前記表示エリアに合わせた表示
情報にして前記車載装置に送信するステップを有し、
　このステップでは、前記管理情報に規定される、表示の切り替えに必要な前記表示情報
を、前記車載装置又は前記サーバーから取得した、前記車載装置の画面サイズを含む画面
情報に基づき特定される前記表示先の表示エリアの画面サイズに合わせた表示情報に変換
して前記車載装置に送信することを特徴とする情報表示システムの制御方法。
【請求項１２】
　画面に表示される表示情報を車載装置に送信し、前記車載装置の画面に表示させる携帯
端末のプログラムにおいて、
　前記携帯端末のコンピューターを、
　前記車載装置の画面の少なくとも一部に一又は複数の表示エリアを設定する複数のテン
プレート毎の管理情報であって、この管理情報が対応するテンプレートの起動時における
表示エリアの表示内容と、起動後の一部の表示エリアの画面遷移と、起動後の他のテンプ
レートへの画面遷移とを少なくとも規定する情報である管理情報を記憶する手段、
　前記管理情報に基づいて、いずれかのテンプレート中の表示エリアを表示先に指定する
表示先指定情報を、前記車載装置に送信するとともに、前記表示情報を、指定された前記
表示エリアに合わせた表示情報にして前記車載装置に送信する携帯側情報処理部として機
能させるためのプログラム。
【請求項１３】
　画面に表示される表示情報を車載装置に送信し、前記車載装置の画面に表示させるとも
に、サーバーとアクセス可能な携帯端末のプログラムにおいて、
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　前記携帯端末のコンピューターを、
　前記車載装置の画面の少なくとも一部に一又は複数の表示エリアを設定する複数のテン
プレート毎の管理情報であって、この管理情報が対応するテンプレートの起動時における
表示エリアの表示内容と、起動後の一部の表示エリアの画面遷移と、起動後の他のテンプ
レートへの画面遷移とを少なくとも規定する情報である管理情報を記憶する手段、
　前記管理情報に基づいて、いずれかのテンプレート中の表示エリアを表示先に指定する
表示先指定情報を、前記車載装置に送信するとともに、前記表示情報を、指定された前記
表示エリアに合わせた表示情報にして前記車載装置に送信する携帯側情報処理部として機
能させるためのプログラムであって、
　前記携帯側情報処理部は、前記管理情報に規定される、表示の切り替えに必要な前記表
示情報を、前記車載装置又は前記サーバーから取得した、前記車載装置の画面サイズを含
む画面情報に基づき特定される前記表示先の表示エリアの画面サイズに合わせた表示情報
に変換して前記車載装置に送信することを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯端末の画面に表示される表示情報を車載装置の画面に表示させる情報表
示システム、情報表示システムの制御方法およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯端末の画面に表示される表示情報を車載装置の画面に表示させる情報表示システム
が知られている。この種の情報表示システムには、有線インターフェースを介して携帯端
末と接続する構成や、無線インターフェースを介して携帯端末と接続する構成が提案され
ている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－２４４３４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１の構成では、携帯端末の表示情報をそのまま車載装置に送信するた
め、送信データ量が多くなり、表示に時間がかかるおそれがある。例えば、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ（登録商標）などの近距離無線通信で送信した場合には、有線通信よりも通信速度
が制限されるため、表示に時間がかかってしまうことがある。
　　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、携帯端末から車載装置に送信
するデータ量を低減し易く、且つ、車載装置側でスムーズに表示し易くした情報表示シス
テム、情報表示システムの制御方法およびプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明は、携帯端末の画面に表示される表示情報を車載装
置に送信し、前記車載装置の画面に表示させる情報表示システムにおいて、前記携帯端末
は、前記車載装置の画面の少なくとも一部に一又は複数の表示エリアを設定する複数のテ
ンプレート毎の管理情報を記憶し、前記管理情報に基づいて、いずれかのテンプレート中
の表示エリアを表示先に指定する表示先指定情報を、前記車載装置に送信するとともに、
前記表示情報を、指定された前記表示エリアに合わせた表示情報にして前記車載装置に送
信する携帯側情報処理部を有し、前記車載装置は、前記表示先指定情報で指定された前記
表示エリアに、受信した前記表示情報に対応する画像を表示させる車載側情報処理部を有
し、前記管理情報は、この管理情報が対応するテンプレートの起動時における表示エリア
の表示内容と、起動後の一部の表示エリアの画面遷移と、起動後の他のテンプレートへの
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画面遷移とを少なくとも規定する情報であることを特徴とする。
【０００６】
　本発明は、携帯端末と、携帯端末と、前記携帯端末がアクセス可能なサーバーと、車載
装置とを備え、前記携帯端末の画面に表示される表示情報を前記車載装置に送信し、前記
車載装置の画面に表示させる情報表示システムであって、前記携帯端末は、前記車載装置
の画面の少なくとも一部に一又は複数の表示エリアを設定する複数のテンプレート毎の管
理情報を記憶し、前記管理情報に基づいて、いずれかのテンプレート中の表示エリアを表
示先に指定する表示先指定情報を、前記車載装置に送信するとともに、前記表示情報を、
指定された前記表示エリアに合わせた表示情報にして前記車載装置に送信する携帯側情報
処理部を有し、前記車載装置は、前記表示先指定情報で指定された前記表示エリアに、受
信した前記表示情報に対応する画像を表示させる車載側情報処理部を有し、前記管理情報
は、この管理情報が対応するテンプレートの起動時における表示エリアの表示内容と、起
動後の一部の表示エリアの画面遷移と、起動後の他のテンプレートへの画面遷移とを少な
くとも規定する情報であり、前記携帯端末は、前記車載装置の画面サイズを含む画面情報
を、前記車載装置又は前記サーバーから取得し、前記携帯側情報処理部は、前記管理情報
に規定される、表示の切り替えに必要な前記表示情報を、前記画面情報に基づき特定され
る前記表示先の表示エリアの画面サイズに合わせた表示情報に変換して前記車載装置に送
信することを特徴とする。
　上記構成において、前記携帯側情報処理部は、前記表示情報を、前記表示エリアの画面
サイズ、画素数および色数の少なくともいずれかに合わせた情報に変換して、前記車載装
置に送信しても良い。
【０００７】
　また、上記構成において、前記表示先指定情報は、前記車載装置の画面の異なる領域に
設定された複数の前記表示エリアのうちの１つ以上を指定する情報であり、前記携帯側情
報処理部は、前記表示先指定情報で指定された前記表示エリア毎に、各表示エリアに合わ
せた前記表示情報を送信するようにしても良い。
【０００８】
　また、上記構成において、前記携帯側情報処理部は、前記テンプレートのいずれかを指
定するテンプレート指定情報を、前記車載装置に送信し、前記表示先指定情報は、指定さ
れた前記テンプレートにある表示先の表示エリアを指定する情報であっても良い。
　また、上記構成において、前記車載装置は、前記テンプレートの情報が記憶される記憶
部を有し、前記テンプレート指定情報を受信した場合に、受信した前記テンプレート指定
情報に対応するテンプレートの情報が前記記憶部に記憶されているか否かを判定し、記憶
されていない場合、記憶されていない前記テンプレートの要求を、前記携帯端末に送信し
、前記携帯端末は、前記テンプレートの情報が記憶される記憶部と、前記要求を受信する
と、前記携帯端末の記憶部に記憶される、要求された前記テンプレートの情報を前記車載
装置に送信する表示テンプレート要求受信部とを有しても良い。
【０００９】
　また、上記構成において、前記車載側情報処理部は、発生したイベントを特定するイベ
ント特定情報を前記携帯端末に送信し、前記携帯側情報処理部は、前記イベント特定情報
に基づいていずれかの前記表示エリアまたは前記テンプレートを選択し、選択した前記表
示エリアを指定する前記表示前記車載側情報処理部は、発生したイベントを特定するイベ
ント特定情報を前記携帯端末に送信し、前記管理情報は、前記イベントに応じて、この管
理情報が対応するテンプレートの起動時における表示エリアの表示内容と、起動後の一部
の表示エリアの画面遷移と、起動後の他のテンプレートへの画面遷移とのいずれかを規定
する情報であっても良い。
【００１０】
　また、上記構成において、前記携帯側情報処理部は、前記携帯端末の音声情報を、前記
車載装置の音声出力形態に合わせた音声情報にして前記車載装置に送信し、前記車載側情
報処理部は、受信した前記音声情報に基づいて音声を出力させるようにしても良い。
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　また、上記構成において、前記携帯端末がアクセス可能な所定のサーバーを有し、前記
表示情報は、前記携帯端末が前記所定のサーバーから取得した情報でも良い。
【００１１】
　また、本発明は、携帯端末の画面に表示される表示情報を車載装置に送信し、前記車載
装置の画面に表示させる情報表示システムの制御方法において、前記携帯端末は、前記車
載装置の画面の少なくとも一部に一又は複数の表示エリアを設定する複数のテンプレート
毎の管理情報であって、この管理情報が対応するテンプレートの起動時における表示エリ
アの表示内容と、起動後の一部の表示エリアの画面遷移と、起動後の他のテンプレートへ
の画面遷移とを少なくとも規定する情報である管理情報に基づいて、いずれかのテンプレ
ート中の表示エリアを表示先に指定する表示先指定情報を、前記車載装置に送信するとと
もに、前記表示情報を、指定された前記表示エリアに合わせた表示情報にして前記車載装
置に送信し、前記車載装置は、前記表示先指定情報で指定された前記表示エリアに、受信
した前記表示情報に対応する画像を表示させることを特徴とする情報表示システムの制御
方法。
　また、本発明は、携帯端末と、前記携帯端末がアクセス可能なサーバーと、車載装置と
を備え、前記携帯端末の画面に表示される表示情報を前記車載装置に送信し、前記車載装
置の画面に表示させる情報表示システムの制御方法であって、前記携帯端末は、前記車載
装置の画面の少なくとも一部に一又は複数の表示エリアを設定する複数のテンプレート毎
の管理情報であって、この管理情報が対応するテンプレートの起動時における表示エリア
の表示内容と、起動後の一部の表示エリアの画面遷移と、起動後の他のテンプレートへの
画面遷移とを少なくとも規定する情報である管理情報に基づいて、いずれかのテンプレー
ト中の表示エリアを表示先に指定する表示先指定情報を、前記車載装置に送信するととも
に、前記表示情報を、指定された前記表示エリアに合わせた表示情報にして前記車載装置
に送信するステップを有し、このステップでは、前記管理情報に規定される、表示の切り
替えに必要な前記表示情報を、前記車載装置又は前記サーバーから取得した、前記車載装
置の画面サイズを含む画面情報に基づき特定される前記表示先の表示エリアの画面サイズ
に合わせた表示情報に変換して前記車載装置に送信することを特徴とする。
　また、本発明は、画面に表示される表示情報を車載装置に送信し、前記車載装置の画面
に表示させる携帯端末のプログラムにおいて、前記携帯端末のコンピューターを、前記車
載装置の画面の少なくとも一部に一又は複数の表示エリアを設定する複数のテンプレート
毎の管理情報であって、この管理情報が対応するテンプレートの起動時における表示エリ
アの表示内容と、起動後の一部の表示エリアの画面遷移と、起動後の他のテンプレートへ
の画面遷移とを少なくとも規定する情報である管理情報を記憶する手段、前記管理情報に
基づいて、いずれかのテンプレート中の表示エリアを表示先に指定する表示先指定情報を
、前記車載装置に送信するとともに、前記表示情報を、指定された前記表示エリアに合わ
せた表示情報にして前記車載装置に送信する携帯側情報処理部として機能させるためのプ
ログラムであることを特徴とする。
　また、本発明は、画面に表示される表示情報を車載装置に送信し、前記車載装置の画面
に表示させるともに、サーバーとアクセス可能な携帯端末のプログラムにおいて、前記携
帯端末のコンピューターを、前記車載装置の画面の少なくとも一部に一又は複数の表示エ
リアを設定する複数のテンプレート毎の管理情報であって、この管理情報が対応するテン
プレートの起動時における表示エリアの表示内容と、起動後の一部の表示エリアの画面遷
移と、起動後の他のテンプレートへの画面遷移とを少なくとも規定する情報である管理情
報を記憶する手段、前記管理情報に基づいて、いずれかのテンプレート中の表示エリアを
表示先に指定する表示先指定情報を、前記車載装置に送信するとともに、前記表示情報を
、指定された前記表示エリアに合わせた表示情報にして前記車載装置に送信する携帯側情
報処理部として機能させるためのプログラムであって、前記携帯側情報処理部は、前記管
理情報に規定される、表示の切り替えに必要な前記表示情報を、前記車載装置又は前記サ
ーバーから取得した、前記車載装置の画面サイズを含む画面情報に基づき特定される前記
表示先の表示エリアの画面サイズに合わせた表示情報に変換して前記車載装置に送信する
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ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、携帯端末から車載装置に送信するデータ量を低減し易く、且つ、車載
装置側でスムーズに表示し易くすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の情報表示システムの一実施形態に係る車載情報表示システムの図である
。
【図２】車載装置と携帯端末の概要構成を示すブロック図である。
【図３】連携処理時の車載装置の機能的構成を示したブロック図である。
【図４】連携処理時の携帯端末の機能的構成を示したブロック図である。
【図５】表示テンプレートを示す図である。
【図６】テンプレート番号（１）の管理情報を示す図である。
【図７】テンプレート番号（２）の管理情報を示す図である。
【図８】（Ａ）は利用テンプレート管理表を示し、（Ｂ）は表示状態管理表を示す図であ
る。
【図９】連携処理の流れを示す図である。
【図１０】図９の続きを示す図である。
【図１１】車載装置の起動処理時の画面遷移を示した図である。
【図１２】図１１の続きの画面遷移を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。
　図１は、本発明の情報表示システムの一実施形態に係る車載情報表示システムを示す図
である。
　この車載情報表示システム１０は、自動車などの車両に搭載されるシステムであり、車
両に設置されるとともに無線通信機能を備えた車載装置１１と、車載装置１１と無線通信
可能な携帯端末２１とを備える。車載装置１１は、車両内に固定される装置であり、各種
情報を表示する画面１１Ｘを有するとともに、複数のハードキー（ハードウェアキーとも
言う）を構成する操作スイッチ１１Ａ～１１Ｅを備えている。例えば、この車載装置１１
は、経路案内などを行うカーナビゲーション装置や、ＣＤなどの記録媒体に記録された音
声やラジオ音声を車両に配置されたスピーカーから放音させるカーオーディオ装置である
。
　携帯端末２１は、ユーザー（車両の搭乗者）が持ち運び可能な携帯型の装置であり、各
種情報を表示する画面２１Ｘを有している。この携帯端末２１は、例えば、スマートフォ
ンである。
【００１５】
　図２は、車載装置１１と携帯端末２１の概要構成を示すブロック図である。
　車載装置１１および携帯端末２１のそれぞれは、情報処理部１２、２２と、表示部１３
、２３と、操作部１４、２４と、音声出力部１５、２５と、記憶部１６、２６と、無線通
信部１７、２７とを備えている。情報処理部１２、２２は、ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭおよ
び周辺回路を有し、車載装置１１および携帯端末２１のそれぞれを中枢的に制御するコン
ピューターとして機能し、各種の処理を実行する。
　例えば、車載装置１１の情報処理部１２は、公知のカーナビゲーション装置やカーオー
ディオ装置が実行する経路案内処理や音声処理などの処理を実行する。また、携帯端末２
１の情報処理部２２は、公知の携帯端末が実行する通話のための各種処理や、インターネ
ットをブラウジングするブラウジング処理や、インターネットなどから取得した各種アプ
リケーションプログラムを実行する処理などを実行する。
【００１６】
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　表示部１３、２３は、情報処理部１２、２２の制御の下、各種の画像を表示させる表示
装置であり、例えば液晶表示装置で構成される。なお、一般に、車載装置１１の表示部１
３は、携帯端末２１の表示部２３よりも大画面の表示装置が適用され、画面サイズ（アス
ペクト比や解像度）や表示色数などの仕様が異なる。
　例えば、車載装置１１の表示部１３の画面サイズ（解像度）はワイド7型ＶＧＡ（800×
480ピクセル）であり、表示色数は65536色（１６ビットカラー）である。これに対し、携
帯端末２１の表示部２３の画面サイズ（解像度）は960×640ピクセルであり、表示色数は
16777216色（２４ビットカラー）である。
【００１７】
　操作部１４、２４は、ユーザー操作を検出して情報処理部１２、２２に通知する装置で
あり、タッチパネル１４Ａ、２４Ａや操作スイッチ１１Ａ～１１Ｅ（図１）を有する。タ
ッチパネル１４Ａ、２４Ａは、各表示部１３、２３の画面１１Ｘ、２１Ｘに重ねて配置さ
れた透過性のパネルであり、各表示部１３、２３の画面１１Ｘ、２１Ｘ上でユーザーが指
で触れた位置を検出する。
【００１８】
　音声出力部１５、２５は、デコーダやアンプなどを備え、情報処理部１２、２２の制御
の下、各種の音声をスピーカーから出力させる。具体的には、車載装置１１の音声出力部
１５は、各種音声フォーマットの音声データから所定チャンネル数（モノラル、ステレオ
、や５．１チャンネルなど）の音声信号を生成し、車両に設置されたスピーカーから放音
させる。この音声の具体例としては、ナビゲーション用の案内音声、ＣＤ音声、ラジオ音
声、携帯端末２１から送信された各種の音声である。
　また、携帯端末２１の音声出力部２５は、各種音声フォーマットの音声データから音声
信号を生成し、携帯端末２１に設けられたスピーカーから放音させる。この音声の具体例
としては、通話音声や、携帯端末２１に記憶された映像や音楽の各種音声である。
【００１９】
　記憶部１６、２６は、情報処理部１２、２２が実行する制御プログラムや各種のデータ
を記憶する。この記憶部１６、２６には、例えば、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）、半導体
メモリ、ＣＤ-ＲＯＭ、又は、ＤＶＤ-ＲＯＭが適用される。
　無線通信部１７、２７は、情報処理部１２、２２の制御の下、BluetoothやWi-Fi（登録
商標）などの近距離無線通信を行うための無線通信インターフェースである。これら無線
通信部１７、２７により、車載装置１１と車両内の携帯端末２１との間で無線通信するこ
とができる。
　なお、車載装置１１および携帯端末２１は、公知の車載装置および携帯端末がそれぞれ
具備する他の構成を具備していても良い。
【００２０】
　ところで、近年、車載装置や携帯端末の高機能化に伴い、携帯端末の画面に表示される
表示情報を車載装置の画面に表示させる機能（連携機能とも言う）が車載装置および携帯
端末に徐々に搭載されている。これにより、車両内のユーザーは、携帯端末の画面よりも
大きくて見やすい車載装置の画面で、携帯端末の表示画像（例えば、インターネットのブ
ラウジング画像、携帯端末で再生中の映像や楽曲のタイトルなどの情報）を確認すること
ができる。
　本実施形態の車載装置１１および携帯端末２１も上記連携機能を具備している。つまり
、車載情報表示システム１０は、車載装置１１と携帯端末２１とが通信接続された状態で
、携帯端末２１の所定のアプリケーションプログラムを実行することにより、車載装置１
１でも対応するアプリケーションプログラムを実行し、携帯端末２１の画面２１Ｘに表示
される表示情報を、車載装置１１の画面１１Ｘに表示させる連携処理が実行される。
【００２１】
　図３は、連携処理時の車載装置１１の機能的構成を示した図であり、図４は、携帯端末
２１の機能的構成を示したブロック図である。なお、図３および図４は、連携機能に関わ
る構成を示している。
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　図３において、車載装置１１内の各構成は、車載装置１１の情報処理部１２が、記憶部
１６に記憶されたアプリケーションプログラムを実行することにより、表示部１３、操作
部１４、記憶部１６および無線通信部１７などの各種ハードウェアを適宜に利用して構築
される。
　また、図４において、携帯端末２１内の各構成についても、携帯端末２１の情報処理部
２２が、記憶部２６に記憶された所定のアプリケーションプログラムを実行することによ
って、表示部２３、操作部２４、記憶部２６および無線通信部２７などの各種ハードウェ
アを適宜に利用して構築される。なお、図３および図４中、図２に示す構成と同様の構成
は同一の符号を付して示している。
【００２２】
　この車載情報表示システム１０においては、車載装置１１の画面１１Ｘに対応する表示
テンプレートを予め設定し、この表示テンプレートの一部を、携帯端末２１の表示画像に
相当する表示イメージ情報の表示エリアに割り当てている。
　図５は、表示テンプレートを示す図である。
　図５に示すように、本構成では、番号（１）～（３）で各々特定される複数（３個）の
表示テンプレートを設定し、各表示テンプレートに、複数の表示エリア（図５中、番号（
Ｉ）、（ＩＩ）、（ＩＩＩ）、（ＩＶ）で特定される表示エリア）を設定している。
　この表示テンプレートは、車載装置１の画面１１Ｘ全体に相当し、各表示エリアが画面
１１Ｘの一部の領域に相当する。ここで、番号（１）の表示テンプレートを説明すると、
表示エリア（Ｉ）は、携帯端末２１の表示画像中のメイン画像を表示するのに好適なエリ
アに設定され、表示エリア（ＩＩ）～（ＩＶ）は、携帯端末２１の表示画像中の操作画像
（ソフトキー（ソフトウェアキー）に対応する操作画像）を表示するのに好適なエリアに
設定されている。
【００２３】
　このように、表示テンプレートに、メイン画像の表示に好適な表示エリア（Ｉ）と、操
作画像といったサブ画像の表示に好適な表示エリア（ＩＩ）～（ＩＶ）とをそれぞれ設定
したので、携帯端末２１の表示画像全体を表示しなくても、実質的に同等の内容を表示さ
せることが可能になる。これにより、本実施形態では、携帯端末２１の表示画像全体のう
ち、重要度の低い画像を車載装置１に送信することを不要にし、表示画像全体の一部の画
像（表示イメージ情報）だけで、車載装置１１に携帯端末２１とほぼ同等の画像を表示さ
せる。
　また、本実施形態では、複数の表示テンプレートを備えるため、表示テンプレート毎に
表示エリアの位置や大きさを変更することができ、表示形態にバリエーションを持たせる
ことができる。
【００２４】
　この表示テンプレートの情報Ｄ１、より具体的には、テンプレート番号と表示エリアと
を対応づけた情報Ｄ１は、少なくとも携帯端末２１の記憶部１６に記憶されている。また
、この情報Ｄ１は、携帯端末２１から車載装置１１に無線送信することによって車載装置
１１の記憶部１６にも適宜に記憶される。
　また、携帯端末２１の記憶部１６には、携帯端末２１および車載装置１１の画面情報Ｄ
２と、各表示テンプレートの管理情報Ｄ３も記憶されている。なお、車載装置１１の画面
情報Ｄ２は、車載装置１１から取得するようにしても良いし、携帯端末２１がアクセス可
能なサーバーからダウンロードして取得するようにしても良い。
【００２５】
　ここで、画面情報Ｄ２は、携帯端末２１および車載装置１１の画面サイズ（解像度、ア
スペクト比）、表示色数、画素数（密度）などの画面１１Ｘ、２１Ｘの仕様情報である。
また、管理情報Ｄ３は、表示テンプレート毎の画面遷移を規定した情報である。
　なお、図５中、表示テンプレートの下方の領域（Ａ）～（Ｅ）は、図１に示すハードキ
ー（操作スイッチ１１Ｂ）の領域を示している。
【００２６】
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　図６は、テンプレート番号（１）の管理情報Ｄ３を示す図である。また、図７は、テン
プレート番号（２）の管理情報Ｄ３を示す図である。
　図６および図７に示すように、管理情報Ｄ３は、イベント番号と、ユーザー操作と、各
表示エリア（Ｉ）～（ＩＶ）（図７では３つの表示エリア（Ｉ）～（ＩＩＩ））の表示内
容とを対応づけた情報である。ここで、イベント番号は、操作部１４の操作により発生す
る割り込みを管理する情報（イベント特定情報）である。
　また、図６および図７中、小文字の英字で示す情報（ａ）～（ｌ）は、各値に予め対応
づけられた表示イメージ情報を示し、数字（１）～（３）は、その数字のテンプレート番
号への切り替えを示し、「－」は、画面遷移をしないことを示している。
【００２７】
　具体例を挙げると、図６に示す管理情報Ｄ３では、起動時（イベント番号１７のイベン
ト発生時）に表示エリア（Ｉ）に表示イメージ情報（ａ）を表示し、表示エリア（ＩＩ）
に表示イメージ情報（ｄ）を表示し、表示エリア（ＩＩＩ）に表示イメージ情報（ｆ）を
表示し、表示エリア（ＩＶ）に表示イメージ情報（ｈ）を表示すること、その後に、イベ
ント番号（２）のイベントが発生すると、表示エリア（Ｉ）を表示イメージ情報（ｂ）に
切り替え、表示エリア（ＩＩ）～（ＩＶ）については画面遷移しないことが記述されてい
る。また、その後、イベント番号（４）のイベントが発生すると、テンプレート番号（２
）へ切り替えることなどが記述されている。
【００２８】
　一方、図７に示す管理情報Ｄ３では、起動時（イベント番号１４のイベント発生時）に
表示エリア（Ｉ）に表示イメージ情報（ｉ）を表示し、表示エリア（ＩＩ）に表示イメー
ジ情報（ｋ）を表示し、表示エリア（ＩＩＩ）に表示イメージ情報（ｌ）を表示すること
、その後に、イベント番号（２）のイベントが発生すると、表示エリア（Ｉ）を表示イメ
ージ情報（ｊ）に切り替え、表示エリア（ＩＩ）、（ＩＩＩ）については画面遷移しない
ことが記述されている。また、その後、イベント番号（５）のイベントが発生すると、テ
ンプレート番号（１）へ切り替えることなどが記述されている。
　このように、イベントによっては、全ての表示エリアの表示を切り替えるのではなく、
一部の表示エリアだけを切り替えるので、切り替えに必要な表示イメージ情報のデータ量
が少なくて済む。
【００２９】
　なお、携帯端末２１には、図８（Ａ）に示す利用テンプレート管理表Ｄ４や、図８（Ｂ
）に示す表示状態管理表Ｄ５が、記憶部２６またはＲＡＭに記憶されている。
　図８（Ａ）に示すように、利用テンプレート管理表Ｄ４は、利用中の表示テンプレート
の番号を記述した情報である。これによって、携帯端末２１は、車載装置１１で利用中の
表示テンプレートを把握することができる。
　また、図８（Ｂ）に示すように、表示状態管理表Ｄ５は、各表示エリア（Ｉ）～（ＩＶ
）の表示状態（表示イメージ情報を示す情報）を記述した情報である。これによって、携
帯端末２１は、車載装置１１の各表示エリアに表示中の情報を把握することができる。
【００３０】
　次いで、図３および図４に示した構成を用いて連携処理時の動作を説明する。
　図９は、連携処理の流れを示す図であり、図１０はその続きを示している。
　まず、図９に示すように、車載装置１１では、起動処理を開始すると、イベント番号送
信部５１（図３）が、操作部１４（図２）の操作により発生するイベントを特定するイベ
ント番号（イベント特定情報）を、送信制御部５２および無線通信部１７を介して携帯端
末２１に無線送信する（ステップＳ１）。
【００３１】
　携帯端末２１では、イベント番号受信部７１（図４）が、車載装置１１から無線送信さ
れたイベント番号を無線通信部２７および受信制御部７２を介して受信すると、テンプレ
ート番号判定部７３（図４）が、イベント番号と利用テンプレート管理表Ｄ４（図８（Ａ
））とに基づいて管理情報Ｄ３（図６）を参照し、該当するテンプレート番号を取得する
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（ステップＳ２）。
　なお、初回起動時は、利用テンプレート管理表Ｄ４がデフォルト値（テンプレート番号
（１））に設定される。このため、ステップＳ２ではテンプレート番号（１）が取得され
る。
　そして、携帯端末２１では、テンプレート番号送信部７４（図４）が、取得したテンプ
レート番号（テンプレート指定情報）を、送信制御部７５および無線通信部２７を介して
携帯端末２１に無線送信する（ステップＳ３）。
【００３２】
　車載装置１１では、テンプレート番号受信部５３（図３）が、携帯端末２１から無線送
信されたテンプレート番号を無線通信部１７および受信制御部５４（図３）を介して受信
し、テンプレート有無判定部５５（図３）が、受信したテンプレート番号が存在するか否
かを判定する（ステップＳ４）。
　この場合、車載装置１１では、受信したテンプレート番号に対応する表示テンプレート
が、記憶部１６に記憶されているか否かを判定する。そして、その表示テンプレートが存
在しない場合にテンプレート番号が存在しないと判定し、表示テンプレートが存在した場
合にテンプレート番号が存在したと判定する。
【００３３】
　テンプレート番号が存在しなかった場合、車載装置１１では、表示テンプレート要求送
信部５６（図３）が、上記テンプレートの要求を、送信制御部５２および無線通信部１７
を介して携帯端末２１に行う（ステップＳ５）。この場合、携帯端末２１では、表示テン
プレート要求受信部７６（図４）が、その要求を受信すると、表示テンプレート送信部７
７（図４）が、要求された表示テンプレートの情報Ｄ１を車載装置１１に無線送信する（
図８のステップＳ６）。
　これによって、車載装置１１の表示テンプレート受信部５７により、表示テンプレート
の情報Ｄ１が受信され、記憶部１６に格納された後、表示部１３によりそのテンプレート
番号に対応する表示テンプレートを、画面１１Ｘに描画する処理が実行される（ステップ
Ｓ７）。
【００３４】
　一方、テンプレート番号が存在する場合、ステップＳ７へ移行し、車載装置１１では、
表示テンプレートを画面１１Ｘに描画する処理が実行される。以上のステップＳ２～Ｓ７
が、「テンプレート判定処理＋テンプレート描画処理」である。
【００３５】
　次に、携帯端末２１では、表示状態取得部７８（図４）が、表示状態管理表Ｄ５により
各表示エリア（テンプレート番号（１）の表示エリア（Ｉ）～（ＩＶ））を取得する（ス
テップＳ８）。また、表示イメージ番号判定部７９が、イベント番号と表示状態管理表Ｄ
５とに基づいて管理情報Ｄ３を参照し、表示または画面遷移させる表示イメージ情報（図
６中の（ａ）～（ｆ））などの情報を取得する（ステップＳ９）。この場合、利用テンプ
レート取得部８０が、表示状態管理表Ｄ５を参照することによって、利用中の表示テンプ
レートを特定する。
【００３６】
　ステップＳ９で取得した情報が「－（画面遷移なし）」の場合（ステップＳ１０；YES
）、次の表示エリアを確認すべく、ステップＳ８の処理へ移行する。
　一方、ステップＳ９で取得した情報が「（別のテンプレートに遷移）」の場合（ステッ
プＳ１１；YES）、利用テンプレート管理表Ｄ４（図８（Ａ））を更新し（ステップＳ１
２）、イベント番号１７を設定し（ステップＳ１３）、全ての表示エリアの表示状態を表
示無しに設定する（ステップＳ１４）。そして、ステップＳ２へと移行する。
【００３７】
　また、ステップＳ９で取得した情報が「表示イメージ」の場合（ステップＳ１５；YES
）、表示イメージ取得部８１（図４）が、その表示イメージに対応する表示イメージ情報
を取得する（ステップＳ１５）。ここで、表示イメージ情報は、携帯端末２１内（アプリ
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ケーションプログラム内）に保持している情報（例えば、ソフトキーに対応する操作画像
）や、携帯端末２１がサーバーから取得した情報（例えば、インターネットのブラウジン
グ画像）などである。
　このとき、表示イメージ取得部８１は、表示イメージ情報を、表示先の表示エリアの画
面サイズ（アスペクト比や解像度）、画素数（密度）、色数に合わせたデータに変換する
データ変換処理も行う。つまり、表示イメージ取得部８１は、表示イメージ情報を、表示
エリアに合わせた情報に変換する変換処理部としても機能する。
【００３８】
　次いで、携帯端末２１では、表示エリア番号送信部８２（図４）により、表示先を示す
表示エリア番号（表示先指定情報）を車載装置１１に無線送信するとともに、表示イメー
ジ送信部８３により、表示エリアに合わせた表示イメージ情報を車載装置１１に無線送信
する（ステップＳ１６）。
【００３９】
　続いて、車載装置１１では、表示エリア番号受信部５８（図３）により表示エリア番号
を受信するとともに、表示イメージ受信部５９により表示イメージ情報を受信すると、そ
の表示エリア番号に対応する表示領域に、受信した表示イメージ情報に対応する画像を表
示させる（ステップＳ１７）。
　その後、車載装置１１では、表示描画判定部６０により描画結果を判定し、描画結果送
信部６１により、描画結果（描画した表示エリア番号と、描画した表示イメージを特定す
る情報）を携帯端末２１に無線送信する（ステップＳ１８）。
【００４０】
　携帯端末２１では、描画結果受信部８４（図４）が、受信した描画結果を判定し、指定
した通りに描画されたか否か（ステップＳ１６の送信結果との整合性）を判定する（ステ
ップＳ１９）。そして、描画結果がＯＫの場合、表示エリアの表示エリアを更新すべく表
示状態管理表Ｄ５（図８（Ｂ））を更新し（ステップＳ２０）、次の表示エリアの表示を
行うべく、ステップＳ８へと移行する。
　一方、描画結果がＮＯの場合は、ステップＳ２０を行わずにステップＳ８へと移行する
。このようにして、上記ステップＳ８からステップＳ２０の処理を、表示エリアの数だけ
繰り返す。以上のステップＳ８～Ｓ２０が「表示エリアへの描画イメージ判定処理＋表示
エリア描画処理」である。
【００４１】
　また、車載装置１１において、割込処理判定部５０（図３）は、操作部１４（図２）の
操作を監視し、操作を検出すると割込処理を行う。この割込時には、車載装置１１のイベ
ント番号送信部５１（図３）が、その操作に応じたイベント番号を、携帯端末２１に無線
送信する（ステップＳ２１）。
　このようにイベント番号が携帯端末２１に送信されると、このイベント番号に基づき上
記のステップＳ２～Ｓ７の「テンプレート判定処理＋テンプレート描画処理」の処理、お
よび、ステップＳ８～Ｓ２０の「表示エリアへの描画イメージ判定処理＋表示エリア描画
処理」が実行される。これによって、車載装置１１の画面１１Ｘの各表示エリアに、携帯
端末２１から送信された表示イメージ画像に対応する画像が表示される。従って、車載装
置１１の画面１１Ｘにて、携帯端末２１の表示画像（例えば、インターネットのブラウジ
ング画像、携帯端末２１で再生中の映像や楽曲のタイトルなどの情報）を確認することが
可能になる。
【００４２】
　図１１は、車載装置１１の起動処理時（図６のイベント番号１７）の画面遷移を示す図
である。
　この場合、上記ステップＳ２に記載したように、テンプレート番号（１）が設定される
ため、車載装置１１の画面１１Ｘには、まず、テンプレート番号（１）の表示テンプレー
トが表示される。
　次に、携帯端末２１は、テンプレート番号（１）の管理情報Ｄ３（図６参照）に基づき
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、各表示エリア（Ｉ）～（ＩＶ）の表示イメージ情報を順に車載装置１１に無線送信する
。
【００４３】
　具体的には、携帯端末２１は、表示エリア（Ｉ）に対応する表示イメージ情報として、
情報（ａ）に対応する表示イメージ情報を無線送信し、車載装置１１は、情報（ａ）の画
像を表示エリア（Ｉ）に表示する。次に、携帯端末２１は、表示エリア（ＩＩ）に対応す
る表示イメージ情報として、情報（ｄ）に対応する表示イメージ情報を無線送信し、車載
装置１１は、情報（ｄ）の画像を表示エリア（ＩＩ）に表示する。続いて、携帯端末２１
は、表示エリア（ＩＩＩ）に対応する表示イメージ情報として、情報（ｆ）に対応する表
示イメージ情報を無線送信し、車載装置１１では、情報（ｆ）の画像を表示エリア（ｆ）
に表示する。その後、携帯端末２１は、表示エリア（ＩＶ）に対応する表示イメージ情報
として、情報（ｈ）に対応する表示イメージ情報を無線送信し、車載装置１１では、情報
（ｈ）の画像を表示エリア（ＩＶ）に表示する。
【００４４】
　図１１に示すように、上記表示エリア（ＩＩ）～（ＩＶ）に表示した画像（ｄ、ｆ、ｈ
）は、ソフトキーの操作画像に相当している。図１２は、図１１の続きの画面遷移を示す
図である。
　表示エリア（ＩＩ）のソフトキー（ｄ）がユーザーにタッチ操作されると、車載装置１
１は、そのタッチ操作に応じたイベント番号２を、携帯端末２１に無線送信する。この場
合、携帯端末２１は、テンプレート番号（１）の管理情報Ｄ３（図６参照）に基づき、表
示エリア（Ｉ）に対応する表示イメージ情報として、情報（ｂ）に対応する表示イメージ
情報を無線送信し、車載装置１１は、情報（ｂ）の画像を表示エリア（Ｉ）に表示する。
　なお、管理情報Ｄ３（図６参照）には、表示エリア（ＩＩ）～（ＩＶ）については画面
遷移しないことが記述されるので、表示エリア（ＩＩ）～（ＩＶ）の表示画像はそのまま
である。
【００４５】
　一方、表示エリア（ＩＶ）のソフトキー（ｈ）がユーザーにタッチ操作されると、車載
装置１１は、そのタッチ操作に応じたイベント番号４を、携帯端末２１に無線送信する。
この場合、携帯端末２１は、管理情報Ｄ３（図６参照）に基づき、テンプレート番号（２
）を通知することにより、車載装置１１の画面１１Ｘに、テンプレート番号（２）の表示
テンプレートを表示させる。
　次に、携帯端末２１は、テンプレート番号（２）の管理情報Ｄ３（図７参照）に基づき
、各表示エリア（Ｉ）～（ＩＩＩ）の表示イメージ情報を順に車載装置１１に無線送信す
る。
【００４６】
　具体的には、携帯端末２１は、表示エリア（Ｉ）に対応する表示イメージ情報として、
情報（ｉ）に対応する表示イメージ情報を無線送信し、車載装置１１は、情報（ｉ）の画
像を表示エリア（Ｉ）に表示する。次に、携帯端末２１は、表示エリア（ＩＩ）に対応す
る表示イメージ情報として、情報（ｋ）に対応する表示イメージ情報を無線送信し、車載
装置１１は、情報（ｋ）の画像を表示エリア（ＩＩ）に表示する。続いて、携帯端末２１
は、表示エリア（ＩＩＩ）に対応する表示イメージ情報として、情報（ｌ）に対応する表
示イメージ情報を無線送信し、車載装置１１では、情報（ｌ）の画像を表示エリア（ｆ）
に表示する。
　これによって、イベント番号４に応じて車載装置１１の画面１１Ｘが切り替えられる。
なお、上記表示エリア（ＩＩ）～（ＩＩＩ）に表示した画像（ｋ、ｌ）は、ソフトキーの
操作画像に相当している。
【００４７】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、携帯端末２１側の情報処理部（携帯側情
報処理部）２２は、車載装置１１の画面１１Ｘの一部に割り当てた表示エリアを表示先に
指定する表示エリア番号（表示先指定情報）を車載装置１１に送信する表示エリア番号送
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信部８２と、携帯端末２１の表示イメージ情報（表示情報に相当）を、表示先の表示エリ
アに合わせた情報にする表示イメージ取得部８１と、表示イメージ情報を車載装置１１に
送信する表示イメージ送信部８３として機能する。また、車載装置１１側の情報処理部（
車載側情報処理部）１２は、表示部１３により、表示エリア番号（表示先指定情報）で指
定された表示エリアに、受信した表示イメージ情報に対応する画像を表示させる。
【００４８】
　これらにより、携帯端末２１の表示画像全体を車載装置１１に送信する必要がなく、送
信データ量を低減できる。また、携帯端末２１の表示イメージ情報（表示情報）を、表示
先の表示エリアに合わせた情報にして車載装置１１に送信するので、車載装置１１側で表
示エリアに合わせる画像変換処理を不要または低減することができ、車載装置１１側の処
理負担を低減することができる。従って、携帯端末２１から車載装置１１に送信するデー
タ量を低減し易く、且つ、車載装置１１側でスムーズに表示し易くなる。
【００４９】
　しかも、携帯端末２１側では、表示イメージ情報（表示情報）を、車載装置１１の表示
エリアの画面サイズ、画素数および色数に合わせた情報に変換するので、車載装置１１側
の処理負担を効率良く軽減することができ、車載装置１１側でスムーズに表示し易くなる
。
　また、表示エリア番号は、車載装置１１の画面１１Ｘの異なる領域に設定された複数の
表示エリアのうちの少なくともいずれかを指定する情報であり、携帯端末２１側の情報処
理部２２は、表示エリア番号で指定された表示エリア毎に、前記表示エリアに合わせた表
示イメージ情報を車載装置１１に送信するので、表示エリア毎の表示更新が可能である。
この構成によれば、一部の表示エリアのみを更新することが可能になり、車載装置１１に
送信するデータ量を低減し、車載装置１１側でスムーズに表示し易くなる。
【００５０】
　携帯端末２１側の情報処理部２２は、一又は複数の表示エリアが設定された複数の表示
テンプレートのいずれかを指定するテンプレート番号（テンプレート指定情報）を、車載
装置１１に送信し、車載装置１１に送信される表示エリア番号は、指定された表示テンプ
レートにある表示先の表示エリアを指定する情報であるため、表示テンプレートを変更す
ることにより、表示のバリエーションを増やすことができる。
　また、車載装置１１側の情報処理部１２は、発生したイベントを特定するイベント番号
（イベント特定情報）を携帯端末２１に送信し、携帯端末２１側の情報処理部２２は、イ
ベント番号に基づいていずれかの表示エリアまたは表示テンプレートを選択し、選択した
表示エリアを指定する表示エリア番号、または、選択した表示テンプレートを指定するテ
ンプレート番号を、車載装置１１に送信するので、イベントに応じて表示エリアの表示を
更新したり、表示テンプレートを変更したりすることができる。
【００５１】
　上述した実施形態は、あくまで本発明の一態様に過ぎず、本発明の範囲内で任意に変形
が可能である。例えば、上述の実施形態では、携帯端末２１の画像を車載装置１１に表示
させる場合を説明したが、画像に加えて、或いは、画像に代えて、携帯端末２１の音声を
車載装置１１から出力させることも可能である。
　具体的には、図９に示すステップＳ２などにおいて、さらに、車載装置１１より、車載
装置１１の音声出力形態を示すチャンネル情報（モノラル、ステレオ、５．１チャンネル
、スピーカー数など）を、携帯端末２１に無線送信する。そして、携帯端末２１が、携帯
端末２１の音声に対応する音声情報を、受信したチャンネル情報に合わせた音声情報に変
換し、車載装置１１に無線送信するようにすれば良い。この場合、車載装置１１は、受信
した音声情報を、音声出力部２５により再生し、対応する音声をスピーカーから出力させ
る。これによって、車載装置１１側の音声処理に要する処理負担を低減でき、車載装置１
１側でスムーズに再生し易くなる。
【００５２】
　このように、携帯端末２１側の情報処理部２２が、携帯端末２１の音声情報を、車載装
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置１１の音声出力形態に合わせた音声情報にして車載装置１１に送信し、車載装置１１側
の情報処理部１２が、受信した音声情報に基づいて音声を出力させるので、携帯端末２１
の音声情報を車載装置１１側でスムーズに再生し易くなる。
　なお、車載装置１１のチャンネル情報を車載装置１１から携帯端末２１に送信する場合
を説明したが、インターネット上のサーバーから携帯端末２１がダウンロードしても良く
、チャンネル情報の入手方法は適宜に変更が可能である。
【００５３】
　また、上述の実施形態では、表示エリアを指定する表示先指定情報として、表示エリア
番号を使用し、表示テンプレートを指定するテンプレート指定情報として、テンプレート
番号を使用し、発生したイベントを特定するイベント特定情報として、イベント番号を使
用する場合を説明したが、番号に限らず、表示エリア、表示テンプレートおよびイベント
を一意に特定可能な情報を広く使用できる。
　また、上述の実施形態では、携帯端末２１側（表示イメージ取得部８１）が、表示イメ
ージ情報（表示情報）を、車載装置１１の表示エリアの画面サイズ、画素数および色数に
合わせた情報に変換する場合を説明したが、少なくともいずれかに合わせた変換だけを行
うようにしても良い。この場合も、車載装置１１側で、全ての変換を行う場合に比して処
理負担を軽減できるので、スムーズに表示し易くなる、といった効果が得られる。このよ
うに一部の変換だけを行う場合、通信データ量を低減する観点からは、画面サイズに合わ
せた変換を少なくとも行うことが好ましい。
【００５４】
　また、上述の実施形態では、イベント番号に応じて表示テンプレートを選択する場合を
説明したが、車載装置１１の仕向け情報（地域、メーカ）を携帯端末２１が取得し、仕向
け情報に基づいて表示テンプレートを選択するようにしても良い。
　また、上述の実施形態では、車載装置１１と携帯端末２１とが無線通信する場合を説明
したが、有線通信する場合に本発明を適用しても良い。また、車載装置１１は、車両に固
定設置される装置に限らず、車両から移動可能な装置であっても良い。
【符号の説明】
【００５５】
　１０　車載情報表示システム
　１１　車載装置
　１１Ｘ　車載装置の画面
　１２　情報処理部（車載側情報処理部）
　１３、２３　表示部
　１４、２４　操作部
　１５、２５　音声出力部
　１６、２６　記憶部
　１７、２７　無線通信部
　２１　携帯端末
　２１Ｘ　携帯端末の画面
　２２　情報処理部（携帯側情報処理部）
　（１）～（３）　表示テンプレート
　（Ｉ）～（ＩＶ）　表示エリア
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